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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第60期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第61期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第60期

会計期間

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成21年
　　10月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成21年
　　９月30日

売上高 (千円) 42,175,88038,825,636152,471,204

経常利益 (千円) 365,909 322,282 479,578

四半期(当期)純利益 (千円) 220,953 186,493 168,714

純資産額 (千円) 14,927,18914,687,97814,714,758

総資産額 (千円) 58,246,73155,504,58746,801,843

１株当たり純資産額 (円) 2,238.562,235.892,225.73

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 33.07 28.24 25.37

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 25.6 26.5 31.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 5,158,9794,806,148△954,680

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △380,716 16,424△1,363,141

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △243,886△173,336△573,978

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 10,712,4817,935,5403,286,303

従業員数 (名) 534 536 538

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 536[519]

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数には、役員・顧問・契約社員を除いております。

３　臨時雇用者数は[　]内に、当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 454[347]

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数には、役員・顧問・契約社員を除いております。

３　臨時雇用者数は[　]内に、当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

生産、受注及び販売の状況について、事業の種類別のセグメント情報の記載を省略しているため、事業の

種類別セグメントとの関連は記載しておりません。

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。

区分 金額(千円) 前年同四半期比（％）

惣菜 743,212 90.2

農産加工品 583,079 94.7

合計 1,326,292 92.1

(注) １　金額は製造原価により算出しております。
２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

当社グループは受注当日または翌日に製造・出荷を行っておりますので、受注高及び受注残高の記載

は省略しております。

　

(3) 仕入実績

当第１四半期連結会計期間における仕入実績は、次のとおりであります。

区分 金額(千円) 前年同四半期比（％）

商品 調味料類 7,740,343 94.4

　 瓶・缶詰類 594,735 83.8

　 農海産物類 2,526,279 91.2

　 嗜好品・飲料類 8,658,579 94.2

　 麺類 2,618,318 91.0

　 チルド・冷凍類 10,966,399 88.3

　 その他 1,475,273 106.7

小計 34,579,930 92.1

その他の事業 84,417 117.7

合計 34,664,347 92.1

(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。

区分 金額(千円) 前年同四半期比（％）

製品 惣菜 858,797 93.6

　 農産加工品 776,477 96.6

小計 1,635,274 95.0

商品 調味料類 8,052,521 93.9

　 瓶・缶詰類 629,288 85.8

　 農海産物類 2,797,606 91.5

　 嗜好品・飲料類 9,225,622 92.6

　 麺類 2,735,456 89.5

　 チルド・冷凍類 12,073,384 89.0

　 その他 1,560,372 109.2

小計 37,074,252 91.8

その他の事業 116,109 147.6

合計 38,825,636 92.1

(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

　

相手先

前第１四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
  至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
  至　平成21年12月31日)

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

株式会社サークルＫサンクス 12,999,274 30.8 12,054,552 31.0

ユニー株式会社 4,939,726 11.7 4,672,423 12.0

株式会社壱番屋 4,855,111 11.5 4,469,430 11.5

　　　　 　(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社トーカン(E02913)

四半期報告書

 5/22



４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、外需や景気対策の効果により一部持ち直しが見ら

れたものの、企業業績や雇用情勢は引き続き厳しく、景気の先行きは依然として不透明な状態が続いてお

ります。食品流通業界におきましても生活者の所得減少に対する懸念から個人消費は低迷し、デフレ傾向

は継続するなど厳しい状況で推移いたしました。

このような状況の下、当社は今期「超・中間流通イノベーターの実践　―スピードある考働と競争力の

発揮―」をスローガンに、「活動領域の拡大と更なる機能の高度化」「スピーディーな意思決定と顧客

対応」「主体的（Ｗｉｌｌ）に考働する人材の育成」「安全・安心の徹底」「コストマネジメントによ

る体質強化」の基本方針に基づき活動しております。

　

このような結果、当第１四半期連結会計期間の業績は前期の一部顧客との取引終了や得意先既存店売

上高の減少により売上高388億25百万円（前年同四半期比7.9％減）となりました。利益面では物流コス

ト及び一般管理費のコスト削減活動の成果はあるものの、売上高の減少による売上総利益の減少に加え、

共同配送収入の減少により営業利益は２億49百万円（同15.1％減）、経常利益は３億22百万円（同

11.9％減）、四半期純利益は１億86百万円（同15.6％減）となりました。

　

なお、事業の種類別のセグメント情報の記載を省略しているため、事業の種類別セグメントとの関連は

記載しておりません。

また、所在地別セグメントの業績については、当社グループは全て本邦に所在するため、記載を省略し

ております。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は555億４百万円となり、前連結会計年度末と比べて87億２百万

円の増加となりました。これは主に当第１四半期連結会計期間末が銀行休業日であった影響により現先

短期貸付金が41億円増加し、受取手形及び売掛金が29億40百万円増加し、商品及び製品が10億70百万円増

加したことによるものであります。

また、当第１四半期連結会計期間末の負債合計は408億16百万円となり、前連結会計年度末と比べて87

億29百万円の増加となりました。これは主に当第１四半期連結会計期間末が銀行休業日であった影響に

より支払手形及び買掛金が83億89百万円増加したことによるものであります。

また、当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は146億87百万円となり、前連結会計年度末と比べて

26百万円の減少となりました。これは主に利益剰余金が１億７百万円増加した一方で、その他有価証券評

価差額金が75百万円減少し、自己株式を58百万円取得したことによるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ46

億49百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末には79億35百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローの増加は、48億６百万円（前

第１四半期連結会計期間は51億58百万円のキャッシュ・フローの増加）となりました。これは、主に税金

等調整前四半期純利益が３億20百万円となり、当第１四半期連結会計期間末が銀行休業日であった影響

により仕入債務の増加が83億89百万円となった一方で、売上債権の増加が29億40百万円となり、たな卸資

産の増加が10億54百万円となったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローの増加は、16百万円（前第１

四半期連結会計期間は３億80百万円のキャッシュ・フローの減少）となりました。これは、定期預金の払

出による収入が２億円となった一方で、固定資産の取得による支出が１億68百万円となったことによる

ものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローの減少は、１億73百万円（前

第１四半期連結会計期間は２億43百万円のキャッシュ・フローの減少）となりました。これは、主に配当

金の支払額が79百万円となり、自己株式の取得による支出が58百万円になったことによるものでありま

す。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(5) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,800,000

計 25,800,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,050,000 7,050,000
名古屋証券取引所 
市場第二部

単元株式数　1,000株

計 7,050,000 7,050,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年10月１日～
平成21年12月31日

― 7,050,000 ― 1,243,300 ― 1,132,800

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　438,000 ― 単元株式数　1,000株

完全議決権株式(その他) 普通株式6,610,000 6,610 同上

単元未満株式 普通株式　　2,000 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 7,050,000
―

―

総株主の議決権 ― 6,610 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式800株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社トーカン
名古屋市熱田区川並町 
４番８号

438,000 ― 438,000 6.21

計 ― 438,000 ― 438,000 6.21

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年
10月 11月 12月

最高(円) 1,5301,5401,515

最低(円) 1,5001,5191,380

(注) 最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連

結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及

び当第１四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財

務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レ

ビューを受け、当第１四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第１四半

期連結累計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限

責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年

７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,737,582 1,288,821

受取手形及び売掛金 18,032,646 15,092,536

商品及び製品 4,217,907 3,147,818

原材料及び貯蔵品 374,986 390,994

現先短期貸付金 6,199,961 2,099,484

未収入金 5,579,703 5,122,030

その他 520,009 668,878

貸倒引当金 △3,989 △5,707

流動資産合計 36,658,806 27,804,856

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 5,198,284

※1
 5,282,697

土地 3,755,500 3,755,500

その他（純額） ※1
 1,164,783

※1
 1,051,805

有形固定資産合計 10,118,568 10,090,003

無形固定資産 652,249 671,938

投資その他の資産

投資有価証券 3,413,415 3,518,207

前払年金費用 187,613 197,252

その他（純額） ※2
 4,479,413

※2
 4,525,064

貸倒引当金 △5,480 △5,480

投資その他の資産合計 8,074,962 8,235,045

固定資産合計 18,845,780 18,996,986

資産合計 55,504,587 46,801,843
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 32,871,089 24,481,666

短期借入金 2,050,000 2,050,000

1年内返済予定の長期借入金 600,080 100,080

賞与引当金 188,416 413,397

役員賞与引当金 3,000 12,000

その他 3,443,621 2,868,054

流動負債合計 39,156,208 29,925,197

固定負債

長期借入金 524,780 1,049,800

退職給付引当金 27,146 26,565

役員退職慰労引当金 16,705 16,136

その他 1,091,768 1,069,386

固定負債合計 1,660,400 2,161,887

負債合計 40,816,609 32,087,085

純資産の部

株主資本

資本金 1,243,300 1,243,300

資本剰余金 1,132,800 1,132,800

利益剰余金 12,925,864 12,818,705

自己株式 △694,877 △636,497

株主資本合計 14,607,087 14,558,308

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 80,869 155,931

繰延ヘッジ損益 21 519

評価・換算差額等合計 80,891 156,450

純資産合計 14,687,978 14,714,758

負債純資産合計 55,504,587 46,801,843
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 42,175,880 38,825,636

売上原価 38,005,995 34,920,550

売上総利益 4,169,884 3,905,085

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 1,680,262 1,598,742

給料及び手当 692,900 628,750

賞与引当金繰入額 174,402 165,488

役員賞与引当金繰入額 6,473 3,000

退職給付費用 29,810 31,720

役員退職慰労引当金繰入額 118 569

賃借料 359,920 368,991

貸倒引当金繰入額 12,252 －

その他 919,372 857,997

販売費及び一般管理費合計 3,875,511 3,655,259

営業利益 294,372 249,825

営業外収益

受取利息 11,282 6,343

受取配当金 16,906 16,779

不動産賃貸料 33,990 37,140

その他 45,066 44,678

営業外収益合計 107,245 104,941

営業外費用

支払利息 11,391 7,522

不動産賃貸費用 24,271 24,763

その他 45 198

営業外費用合計 35,708 32,484

経常利益 365,909 322,282

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 1,718

保険解約返戻金 88,201 －

その他 31 －

特別利益合計 88,233 1,718

特別損失

固定資産除却損 17,557 2,399

投資有価証券評価損 26,525 －

訴訟和解金 － 1,012

その他 388 －

特別損失合計 44,471 3,412

税金等調整前四半期純利益 409,671 320,588

法人税、住民税及び事業税 54,924 36,903

法人税等調整額 133,793 97,192

法人税等合計 188,718 134,095

四半期純利益 220,953 186,493
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 409,671 320,588

減価償却費 176,370 197,741

前払年金費用の増減額（△は増加） 8,598 9,639

賞与引当金の増減額（△は減少） △243,716 △224,980

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △20,702 △9,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12,252 △1,718

受取利息及び受取配当金 △28,188 △23,122

支払利息 11,391 7,522

固定資産除却損 17,557 2,399

売上債権の増減額（△は増加） △2,993,709 △2,940,109

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,112,846 △1,054,080

仕入債務の増減額（△は減少） 9,182,603 8,389,423

未収入金の増減額（△は増加） △104,566 △455,348

その他 374,555 595,014

小計 5,689,269 4,813,968

利息及び配当金の受取額 21,950 17,453

利息の支払額 △17,683 △8,489

法人税等の支払額 △534,556 △16,784

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,158,979 4,806,148

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △310,503 △168,679

固定資産の除却による支出 △1,654 △331

投資有価証券の取得による支出 △8,811 △14,563

その他 △59,746 200,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △380,716 16,424

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 －

長期借入金の返済による支出 △41,720 △25,020

リース債務の返済による支出 － △10,526

自己株式の取得による支出 △28,576 △58,380

配当金の支払額 △73,590 △79,410

財務活動によるキャッシュ・フロー △243,886 △173,336

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,534,377 4,649,236

現金及び現金同等物の期首残高 6,178,104 3,286,303

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 10,712,481

※
 7,935,540
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年９月30日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

7,071,083千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

6,933,334千円

※２　投資不動産の減価償却累計額

1,066,828千円

※２　投資不動産の減価償却累計額

1,058,351千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日 
　至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日 
　至　平成21年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 10,614,483千円

現先短期貸付金 200,000 〃

預入期間が３か月を超える

定期預金
△102,001 〃

現金及び現金同等物 10,712,481千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,737,582千円

現先短期貸付金 6,199,961 〃

預入期間が３か月を超える

定期預金
△2,003 〃

現金及び現金同等物 7,935,540千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年10月１日　

至　平成21年12月31日)

１　発行済株式に関する事項
　

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 7,050

　

２　自己株式に関する事項
　

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 480

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年11月12日
取締役会

普通株式 79,334 12.00平成21年９月30日 平成21年12月２日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第１四半期連結累計期

間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

事業の種類として、「食品卸売事業」及び「物流事業」に区分しておりますが、全セグメントの売上高

の合計及び営業利益の金額の合計額に占める「食品卸売事業」の割合がいずれも90％を超えているた

め、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第１四半期連結累計期

間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

提出会社及び連結子会社は、全て本邦に所在するため、所在地別セグメント情報に該当する事項はあり

ません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第１四半期連結累計期

間(自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年９月30日)

　 　

１株当たり純資産額 2,235円89銭
　

　 　

１株当たり純資産額 2,225円73銭
　

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年９月30日)

純資産の部の合計額(千円) 14,687,978 14,714,758

普通株式に係る純資産額(千円) 14,687,978 14,714,758

普通株式の発行済株式数(千株) 7,050 7,050

普通株式の自己株式数(千株) 480 438

１株当たりの純資産額の算定に用いられた普
通株式の数(千株)

6,569 6,611

　

２　１株当たり四半期純利益等

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日 
  至　平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 33円07銭

（潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、
　潜在株式が存在しないため記載しておりません）

　

１株当たり四半期純利益 28円24銭

（潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、
　潜在株式が存在しないため記載しておりません）

　

(注) １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日 
  至　平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 220,953 186,493

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 220,953 186,493

普通株式の期中平均株式数(千株) 6,682 6,604

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月10日

株式会社トーカン

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　西　　松　　真　　人　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　後　　藤　　隆　　行　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社トーカンの平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成20年10月１日から平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーカン及び連結子会社の平成20年

12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月８日

株式会社トーカン

取締役会　御中

　

　　　　　　 有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　西　　松　　真　　人　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　後　　藤　　隆　　行　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　淺   井   明   紀   子　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社トーカンの平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年10月１日から平成21年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トーカン及び連結子会社の平成21年

12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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